オムニチャネル時代における店舗の役割と経験価値~ハイエンド茶ブランドの事例に基づく考察~ by 孟 繁林























































































































2014 年に、日本で開催された第 3 回ワールドマーケティングサミットジャパンで、フィリ
ップ・コトラーは「マーケティング 4.0」という考え方を発表し、自己実現を中心とするマー
ケティングの新しいステップを提示した1。
1 http://business.nikkeibp.co.jp/article/manage/20141006/272194/?rt=nocnt 閲覧時間：2016 年 12 月 11 日




























8注) アメリカのデータ(2011 年 1 月～2016 年 3 月)
出所：グーグルトレンド















































































































出所： Verhoef, et.al. (2015),p.176 により筆者作成
オムニチャネルは最近提唱された新たな理論である。そのため、複数の定義や解釈が未だ存


























視点 生産者主導 消費者主導 生産消費者4主導
指向 少品種大量 多品種少量 超多品種少量
コミュニケーション 一方向 双方向 継続的・反復的対話
注目点 シェア(短期) 効率、効果(中期) LTV(長期)
































































中で用いられる概念である。表 3 に示したとおり、コンタクト・ポイントに関する研究は 1960








































































益」「経験的便益」、そして Schmitt (1999)の 5 つの価値へと変遷している。その後、Schmitt
(2003)は経験価値の内容をより詳しく検討している(表 5)。






















Aaker(1996) Keller(1998) Schmitt(1999) Schmitt(2003)









































コミュニケーション ワンボイス・ クロスメディア型 トリプルメディア型
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デザインフレーム ワンルック型 (R3)














みを中心としていた IMC1.0 から、クロスメディア型の IMC2.0 へ移行し、現在はトリプルメ

























唐の時代 茶の粉末と調味料 緑茶 スープのように飲む


















図 7 は、2014 年度の中国茶の種類別生産量を示したものである。種類別に見ると、緑茶は






年には約 1000 千トンであったが、2013 年には約 1600 千トンまで増加したという(図 8)。ただ
し人口比では 1 人当たりの茶消費量は日約 3g となり、イギリスやトルコなどの国に比べれば
高いとは言えない。
中国茶の消費量は、コーヒーの消費量と比べて格段に多い点も中国市場の特徴である(図 9)。
アメリカのコーヒーチェーン大手のスターバックスは、2016 年から 5 年間にグローバル茶事
業に 30 億ドルの投資を行うと発表した6。市場の成長率が最も高い中国において、同社は傘下
の茶ブランドであるティーバナの中国進出、および年間 500 店の新規出店を展開している。同
























中国茶の消費人口は、2011 年には 4.43 億人であったが 2015 年には 4.71 億人まで伸びてい
る（李 2015）。電子商取引大手企業のアリババグループによると、同社のプラットフォーム




2014 年に緑茶業界の上位 5 社の市場占有率は 10%未満、茶葉業界トップシェアの市場占有率

















坪山茶業 香港証券取引所 荒茶、精製茶及び関連製品の製造販売 7.27
龍潤茶 香港証券取引所 茶葉、茶製品及び茶器の製造販売 2.18
八馬茶業 NEEQ 烏龍茶などの製造販売 4.04
七彩雲南 NEEQ プーアル茶などの製造販売 1.98
松蘿茶業 NEEQ 有機茶の製造販売 1.61
謝裕大 NEEQ 茶葉の製造販売 1.48
恒福茶業 NEEQ 茶葉の製造販売及び貿易 0.79
梅山黒茶 NEEQ 黒茶などの製造販売 0.69
茶乾坤 NEEQ ティーバグ茶の製造販売 0.52
雅安茶 NEEQ チベット茶(黒茶)の製造販売 0.50
中吉号茶業 NEEQ プーアル茶などの製造販売 0.49
白茶股份 NEEQ 白茶などの製造販売 0.48
黒美人 NEEQ 黒茶などの製造販売 0.29
天池股份 NEEQ 鳳凰単欉(烏龍茶)の製造販売 0.11
















設立時間 本社所在地 平均予算 種類
茶香書香 2010 年 上海 35 人民元 お茶の飲み物
NenluTea 2011 年 重慶 40 人民元 お茶の飲み物
InWeTea 2015 年 上海 40 人民元 お茶の飲み物
対白茶舎 2014 年 杭州 100 人民元 本格的な中国茶


































誌の調査によると、中国の中流階級(年収 7.7 万から 28.6 万人民元)は 1990 年にはほぼ 0 であっ
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力の高いグループとなっている。しかもその中の多くはいわゆる「80 後」、「90 後」といっ













































章)、台湾の王徳伝茶荘(第 5 章)、そしてシンガポールの TWG TEA(第 6 章)である。事例分



























1994年 平安建都 1200 年を記念し当家秘伝の合組(ブレンド)茶『中村茶』の販売を始める。
1998年 『うじきんそふと』の販売を開始。抹茶の生チョコレートを『ちゃこれーと』販売開始。
2001年 明治大正時代の製茶工場を現代風に改修し、オープンテラスを設けた『喫茶室』を開店。
2003年 『生茶ゼリイ・抹茶』を 5 月より全国発送開始、好評を得る。
2006年 『菊屋萬碧楼』を改修し、『中村藤吉平等院店』を開店する。
2008 年 スバコ・ジェイアール京都伊勢丹 3 階に『中村藤吉京都駅店』を開店する。
2009 年 宇治の重要文化的景観に、『中村藤吉本店』『中村藤吉平等院店』が選定される。




出所：中村藤吉本店ホームページ。閲覧時間：2016 年 6 月 5 日。
第2節 経験価値に関する分析
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注) 2016 年 6 月 30 日現在。
出所：筆者作成。










注) 2015 年 3 月 21 日〜2016 年 6 月 30 日。
出所：中村藤吉香港店公式 Facebook より筆者作成。閲覧時間：2016 年 6 月 30 日










2015 年 5 月には、香港にも海外初のティーハウスを展開した。香港では日本文化や日本料
理が高く評価されており、抹茶の愛好者も多い。中村藤吉は、香港の繁華街である尖沙咀の高
層ビル内に和の空間を特徴とするティーハウスを出店した。ガラス張りの店舗の窓からは、ビ





















海外 香港 中村藤吉香港店/香港店 NEXT
オンライン 公式オンラインショップ















以上の分析の結果、中村藤吉の事例からは次の 3 点が重要であることが分かった。第 1 は製













































1978 年 4 代目が経営不振により、事業から撤退。


































春 夏 秋 冬
種類 文山包種茶 冷泡茶(水出し) 梨山烏龍茶 白毫烏龍(東方美人)






































出所：王徳伝茶荘ホームページに基づき筆者作成。閲覧時間：2016 年 6 月 30 日
第 3 の要因はオンラインコミュニケーションである。王徳伝は、台湾や中国本土でソーシャ
ルメディアを活用している。だたし、ソーシャルメディアの効果はかなり限られている。表































































TWG TEA は、シンガポール発の高級茶ブランドである。2008 年にモロッコ系フランス人
のタハ・ブクディブ夫婦と香港生まれのインド人マノージ・ムルジャニにより共同創業され、
僅か 8 年で 3 人の創業者から 3000 人以上の社員を持つグローバル企業になり、世界的な茶ブ
ランドになっている。2008 年にシンガポールでTWG ティーアウトレットを開設し、2016 年 6





2007 年 シンガポールで創業。ベンチャーキャピタルから 1,000 万ドルを調達した。
2008 年 シンガポールリパブリックプラザで 1 号店ティーハウスをオープンした。
2010 年 シンガポール OSIM 社が TWG35%の株を買収した。
2010 年 年間売上高が 4,000 万ドルに達成した。
2010 年 東京自由が丘に店舗をオープンし海外初出店となった。




2016 年 世界に 50 以上の店舗を展開し、中国北京やインドなどに進出する予定がある。
出所：TWGホームページ (https://www.twgtea.com/the-twg-tea-story)、TWG 共同創業者Maranda Barnes インタ







次に、TWB の経験価値に関して分析を行う。まず第 1 はアイデンティティについてである。
TWG は、会社名「The Wellness Group」の頭文字であり、具体的な意味を持つことではない
(英国の紅茶ブランド「Twinings」との関係もない)。「The Wellness Group」は、2003 年に
TWG の共同創立者の 1 人であるManoj.M.Murjani が設立した会社であり、TWG TEA の母会
社である15。










第 2 の要素は製品についてである。世界各地の茶産地から 800 以上もの種類の茶を取り扱う












































注) 2013 年 1 月 1 日〜2016 年 6 月 30 日。
出所：TWG TEA 公式 Facebook に基づき筆者作成。閲覧時間：2016 年 6 月 30 日

















時間 都市 種類 活動
2015 年 4 月 シンガポール アワード 受賞セレモニー
2016 年 5 月 香港 イベント メディア発表会
2016 年 6 月 上海 スボンサーシップ 上海国際映画祭






















出所：TWGホームページに基づき筆者作成。閲覧時間：2016 年 7 月 1 日
第3節 発見事項
以前の分析結果により、TWG 事例から次の3点が重要であることがわかった。第 1 は B2B
市場の重要性、第 2 は空間の役割、第 3 は共同創業者の選択となります。





第 2 は、お茶の専門店を超える店舗の役割 TWG は 800 種類以上のお茶を持つため、お茶に
詳しくない消費者に対し実店舗(ブティック)特に店員の役割が大切である。そして、ティーサ
ロンは普通のお茶を飲む場所ではなく、夕食も含む食事を楽しめるレストランとして、一流の
料理人により TWG のお茶を使用した料理を提供することで、TWG というハイエンド茶ブラ
ンドのイメージを消費者に伝える。
















中村藤吉 あり なし 不可能
王徳伝 なし あり 一部可能





オフライン販売チャネルである実店舗については次の 3 点の共通点が見られた。第 1 に、3
社ともに実店舗を持ち、販売店とティーハウスという 2 種類に分けられる。第 2 に、海外市場
への進出も進んでおり、発祥地をベースに周辺国に拡張している。そして第 3 に、実店舗の展
開速度と数については、3 社ともに慎重に進め、最小限の店舗数で市場を開拓していた。





販売店 ティーハウス 海外市場の店舗数比率 1 都市の店舗数
中村藤吉 売店 カフェ 17% 1.5
王徳伝 茶荘 茶館 60%18 2.1









FACEBOOK YOUTUBE INSTAGRAM WEIBO
中村藤吉 なし なし なし なし
王徳伝 あり なし あり あり








実店舗 マスメディア PR 活動 新商品発表会
中村藤吉 あり あり なし なし
王徳伝 あり あり あり なし






























































店舗性質 直営店 直営店 直営店
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